
 

 

今俺達のいる社会は明らかに誤った方向に進んでいる。我々高校生がこのまま何

の行動も起こさず平穏な学生生活を送ることは許されることではない。今こそ自

分達の強い意志と主張を社会に示すべきだ」と。「お前は新聞部にいるのだから 

政府の言うシビリアンコントロール（文民統制）などという矛盾に満ちたまやか

し事などについてはわかっているはずだ」云々。夕食時近くまで熱く語った。彼

の熱量は感じることは出来たものの話の内容は良く理解出来ず、私はただ聞くだ

けだった。一通り話を終えると彼は、東北大学の活動グループのビラを私へ差し

出して来週のデモに参加するように言って帰った。その頃は一部でいわゆる学生

運動は我々高校にも及んでいたが、高校の制服の自由化など政治とはまた異なる

色々なレベルの話が混在しながら、若者特有の体制への反発といったようなもの

が一般学生にも入り込み全国的な熱病のような勢いで世間を席巻していた。 

 

翌週の月曜日、クラス委員をやっていたＭ君とＩ君が毎年恒例の秋の学園祭で一

番町辺りで仮装行列をするからその仲間に入れと言う。特に強制という感じでも

なかったので、軽く受け流すだけにしておいた。何より面倒くさかったし、当時

の私はあらゆる事に興味が持てず只々日々を過ごしていただけだった。 

後に問題となったのは、両方から参加を勧められていた学生デモと学園祭が同じ

日に重なったことである。どちらにも全く関心を持てなかった私は休校になった

のをいいことに、一番町の名画座という当時よくあった古い映画を繰り返し上映

している映画館に行き、デモにも学園祭にも参加しなかった。この時に観たジェ

ームスディーン主演の「エデンの東」は私の日常の現実を少しだけ忘れさせてく

れた。 

しかし、このことで週明けの学校で私は両者から酷く責め立てられることになる。 
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院長メモ 

学生下宿は往々にしてクラス仲間のたま

り場になる。 

ある土曜日の午後、当時私と同じクラス

で学生運動らしきものをやっていたＳ君

が私の下宿にやって来て言った。「髙橋、 
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※都合により代理診療並びに休診等変更になる事が

ございます。ご了承の程お願いいたします。 

診療日・時間 月 火 水 木 金 土 日 

午前診療 

9:00～12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 

午後診療 

15:00～18:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 

 

２０２５年９月 

 
 

日 月 火 水 木 金 土 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦ ８ ９ １０ １１ １２ １３ 

⑭ ⑮ １６ １７ １８ １９ ２０ 

㉑ ２２ ㉓ ２４ ２５ ２６ ２７ 

㉘ ２９ ３０     

 

活動家のＳ君には「お前には心底がっかりした。もっとまともなやつだと思ってい

た。もういい。今後友人とは思わないでくれ」。一方で学園祭を企画していた連中

には「俺たちはお前が活動家連中と付き合っていると聞いて、お前を助けようと思

っていたんだが、それに見向きもしなかったお前は仲間ではない。これからは好き

にやったらいい」。と一度に数人のクラスメートから生まれて一度も言われたこと

のないような直接的非難を集中的に浴びた。もちろん当時の私にとっても当然ひ

どく落ち込むような事件であり何らかのことを感じたのではあろうが、すぐに自

分自身の内なる無気力感、脱力感とともに何ほどの感情も無いままこの件は記憶

から薄れていった。自分で正しく処理出来なかったのかもしれないが何より私の

中にそれだけのエネルギーが無かったのだと思う。 

私の高校生活はその後も特に大きな転機を迎えることも無く、卒業式にも出席し

ないまま浪人生活に突入することになる。 

 

卒業式当日の夜、下宿の万年床に仰向けになったまま天井を見ながらラジオを聞

いていた。全国の高校生による学生運動のニュースが続く中、岩手の盛岡一高で卒

業式開始の時間に合わせて“卒業式粉砕”と書いた垂れ幕が卒業式会場の天井から

時限装置で降ろされるというニュースがあったが、私には何もかもが別の世界の

ことのようだった。卒業式にも出なかったことも含めて立ち止まり続ける私の時

間の中で、周りだけがせわしく動き回っていた。 

 

○ = 休診日 ★ = 診療時間変更 

通常通り診療の予定です 


